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　ローマ =カトリック教会の教皇レオ 10 世（在位 1513-1521 年）は、サン = ピエトロ大聖堂を新
築する資金を調達するために、贖宥状（免罪符）を発行した。それを購入すれば「完全な罪の赦
免」がなされ、天国にはいるまえに火によって罪を浄化される「煉獄にいる死者」にも同様の効




　マルティン = ルターは 1483 年にドイツでうまれた。1505 年、エアフルト大学法学部に入学し
たけれども、落雷により死の恐怖を感じて修道院にはいり「服従・清貧・貞潔」を誓約する生活







































ストの永遠の義を付与される 13。「あなたは唯一の神をあがめるべきである」という第 1 の戒を
みたすのは信仰のみであって、善行ではない。第 1 の戒をみたすものは、確実かつ容易にほかの
すべての戒をみたす。








































































却して「善良な学識のある高位聖職者」を排除している教皇に反抗することである 40。第 3 は、
司教の任免を教皇ではなくて「ほかの 2 名の近接地の司教か大司教」におこなわせることであ
る 41。第 4 は、世俗的なことがらを、教皇ではなくて世俗の権力にまかせることである 42。第 5
は、所有者が死去した領地を、教皇のものとしてはならないということである 43。第 6 は、赦免
にかんする教皇の特権を除去することである。それによって多額の金銭をひとびとから搾取して
いたからである。第 7 は、教皇の従者を教皇自身の財産によってやしなわせることと、教皇の邸
宅を国王の宮廷よりもきらびやかにして高価なものとしないことである 44。第 8 は、教皇が司教
を奴隷のように束縛している誓約を廃止することである 45。第 9 は、教皇に皇帝以上の権力をも
たせないことである。第 10 は、教皇をナポリやシチリアの国王としないことである 46。第 11
は、教皇の足に接吻しないことである。第 12 は、ローマへの巡礼を禁止することである 47。
ローマで「よい手本」ではなくて「おもいあがった、いまわしいこと」をみるにすぎないからで
ある。第 13 は、托鉢修道院を全廃するか減少させることである 48。そこでは、よいキリスト教
的生活が外面的な掟・行為・態度によってのみ評価・追求され「偽善と魂の堕落」をもたらして
いるからである 49。第 14 は、司祭が結婚するかしないかを、かれの自由にまかせることであ
る 50。司祭も肉欲をもっているだけでなく「家政」のためにも妻帯が不可欠だからである 51。ル
ター自身は 1525 年に修道女だったカタリナ = フォン = ボラ（1499-1552 年）と結婚した。翌年
から 1534 年までに 6 名の子どもが誕生している。ルターには家政の能力が完全に欠如してい
た 52。
　世俗の権力がすべきことの第 15 は、修道院長・女子修道院長が修道士・修道女を支配して、
破門や脅迫によって苦悩させているのをなくすことである 53。第 16 は「金銭と食事と飲酒」の









を批判した 58。第 21 は、巡礼者か托鉢修道会に属するものによる「乞
こつじき
食」をなくすことである 59。
他者の労働によって怠惰な生活をおくることは不適当だからである 60。第 22 は、修道院などで
ささげられているおおくのミサを中止することである。教皇たちが金銭を獲得するためだけにお
こなっているものだったからである 61。第 23 は、贖宥などにかんする教皇の特権を除去するこ
とである。第 24 は、異端者を「火」ではなくて「聖書」によって征服することである 62。ル
ターによれば、神聖ローマ皇帝の提唱によって開催されたコンスタンツ公会議が 1415 年に、カ
トリック教会の堕落や腐敗を批判した神学者ヤン = フスを火刑に処したことは不当であった。
第 25 は、大学を改革することである 63。そこでは聖書やキリスト教の信仰をほとんどおしえず
「異教の教師」であるアリストテレスがキリスト以上に支配していた。第 26 は、教皇が皇帝に帝
位をさずけたから前者が後者よりも優越しているということはないので、後者を真の自由な皇帝
とし、教皇に抑圧させないことである 64。第 27 は、多数の貴族や富者を貧乏にしている贅沢な
衣服を禁ずることである 65。最後は、娼家を廃止することである 66。
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